
 
民 主 島 根 （2） 2018年 4月 29日 

 

 

昨
年
１
１
月
、
お
く
い
ず

も
農
民
連
が
提
出
し
た
「
米

の
生
産
費
を
償
う
価
格
下

支
え
制
度
を
求
め
る
請
願
」

は
、
１
２
月
議
会
で
継
続
審

査
と
な
り
、
３
月
議
会
で
再

審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

３
月
７
日
の
総
務
経
済

常
任
委
員
会
で
は
賛
成
３

人
、
反
対
２
人
で
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
３
月
２
２
日
の

本
会
議
で
は
採
決
の
結
果
、

賛
成
５
人
、
反
対
８
人
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

総
務
経
済
常
任
委
員
長

報
告
の
後
、
反
対
討
論
す
る

議
員
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

紹
介
議
員
と
な
っ
て
い
た

日
本
共
産
党
の
田
食
道
弘

議
員
に
、
賛
成
討
論
の
機
会

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
「
奥
出
雲
町
民
報
」
よ
り
） 

 

多
田
議
員
―
４
月
か
ら
介

護
保
険
料
が
基
準
月
額
で
６

５
６
０
円
か
ら
６
９
８
０
円

へ
と
値
上
げ
さ
れ
る
が
、
日

本
共
産
党
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
６
割
が
「
介
護
保
険
料

の
値
下
げ
」
を
求
め
て
い
る
。

被
保
険
者
の
経
済
状
況
へ
の

認
識
は
。 

事
務
局
長
―
６
５
歳
以
上

の
被
保
険
者
２
万
８
８
７
４

 

後
藤
議
員
―
「
市
外
の
高

校
に
通
う
の
に
交
通
費
負

担
が
大
き
い
。
松
江
に
は
補

助
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
出

雲
で
も
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。

高
校
生
通
学
援
助
制
度
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

部
長
―
松
江
市
で
は
、
市

内
外
の
小
中
学
校
、
高
校
、

専
門
学
校
へ
通
学
す
る
松

江
市
内
在
住
の
児
童
生
徒

に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。 

補
助
額
は
、
公
共
交
通
機

関
で
の
通
学
定
期
券
購
入

額
の
月
１
万
円
を
超
え
る
部

分
が
補
助
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
２
８
年
度
は
２
５

８
人
、
約
１
６
３
０
万
円
が

交
付
さ
れ
て
い
る
。 

出
雲
市
は
、
市
外
へ
の
高

校
進
学
率
が
例
年
、
全
体
の

約
１
割
。
交
通
費
が
家
計
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
（
「
ご
と
う

由
美
の
市
議
会
報
告
」
よ
り
） 

人
の
う
ち
、
非
課
税
が
１
万

８
７
２
３
人
（
６
５
％
）
で

収
入
の
少
な
い
人
が
多
い
。 

多
田
議
員
―
年
金
は
下
が

り
、
物
価
が
上
が
る
状
況
で

保
険
料
の
値
上
げ
。
市
民
も

な
い
袖
は
振
れ
な
い
が
、
ど

う
考
え
る
の
か
。 

事
務
局
長
―
滞
納
者
で
こ

れ
以
上
払
え
な
い
場
合
は
、

不
納
欠
損
処
分
（
徴
収
困
難

と
な
っ
た
滞
納
分
を
消
滅
す

る
処
理
）
の
審
査
会
で
、
状

況
把
握
の
上
で
対
処
し
て
い

る
。
介
護
保
険
で
は
払
え
な

い
人
へ
の
対
応
は
難
し
い
。

他
の
社
会
保
障
制
度
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
。 

―
―
３
月
２
９
日
は
、
質

問
の
ほ
か
、
介
護
保
険
料
値

上
げ
に
つ
い
て
採
決
も
行
わ

れ
、
日
本
共
産
党
の
多
田
伸

治
議
員
と
西
村
健
議
員
だ
け

が
値
上
げ
に
反
対
し
ま
し

た
。（「
ご
う
つ
民
報
」
よ
り
） 

 
中
国
地
方
の
日
本
共
産

党
は
２
０
日
、
各
地
で
一
斉

宣
伝
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

江
津
市
の
Ｊ
Ｒ
江
津
駅

前
で
は
、
５
月
２
０
日
告
示

の
市
議
選
で
現
有
２
議
席

確
保
を
め
ざ
す
森
川
よ
し

ひ
で
、
多
田
伸
治
の
両
市
議

が
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

安
倍
内
閣
を
退
陣
に
追
い

込
も
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。（
写
真
） 

 
森
川
氏
は
「
隠
ぺ
い
、
改

ざ
ん
、
ね
つ
造
、
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
問
題
噴
出
の
安
倍
内

閣
に
政
権
を
担
う
資
格
は

な
い
」
と
批
判
。
多
田
氏
は

「
市
長
い
い
な
り
の
市
議

会
を
変
え
よ
う
」
と
力
を
込

め
ま
し
た
。 

 

女
子
高
生
は
「
安
倍
政
権

に
は
『
ま
た
か
』
と
あ
き
れ

て
い
る
」
。
通
勤
途
中
の
男

性
は
「
セ
ク
ハ
ラ
は
言
語
道

断
」
と
話
し
ま
し
た
。 

この間の調査（党ボランティア活動含む）で寄せられた声 

◆「屋根瓦が落ちました。今後のことを考えると、途方にくれ

ます。色々な支援があると助かります」（大田市鳥井町） 

◆「昨晩は集会所で過ごしました。余震や倒壊が不安で、今夜

も集会所に避難します」（大田市三瓶町志学） 

◆「心理的に不安があり、絶えず揺れている気がする。今後の

雨、風にどれだけ耐えられるか不安」（大田市波根町） 

４月９日に県西部を襲った地震で、被災されたみなさまに心からのお見舞いを申し上げます。日本共産党は同日、災害対策本部

（尾村利成本部長）を設置し、地震発生直後から現地に入りました。被害の実態把握に努めるとともに、被災者や自治体関係者か

ら様々なご意見・ご要望を伺ってきました。引き続き、一日も早い被災者の生活再建に全力を尽くします。 

民
青
同
盟
県
委
員
会
は

２
１
日
、
松
江
市
内
で
「
ワ

ー
ク
＆
マ
ナ
ー
編
」
を
開
き

ま
し
た
。
「
知
っ
て
お
き
た

い
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
」
と
題
し

て
県
労
働
委
員
会
の
村
川

令
一
郎
氏
が
、
「
マ
ナ
ー
を

よ
く
し
て
印
象
Ｕ
Ｐ
」
を
テ

ー
マ
に
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
宮
月
純
子
氏
が
講
演

し
、
青
年
ら
１
７
人
が
聞
き

入
り
ま
し
た
。（
写
真
） 

参
加
者
は
「
次
の
人
を
探

し
て
か
ら
バ
イ
ト
を
辞
め

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
」
「
相

手
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ

ず
、
話
を
終
え
て
も
ら
う
に

は
」
な
ど
の
質
問
に
、
両
氏

は
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。 

大平喜信前衆院議員とともに、住民や楫野市長から要望を聞く（１０日） 
「被災者の生活再建支援」を求めて県・大田市に申し入れ 

 日本共産党県議団と大田市議団は、１２日には溝口善兵衛知

事に、１７日には楫野弘和市長に申し入れました。（右記参照） 

【申し入れ内容】 

① 住宅再建に対する公的支援を実態に合わせて抜本的に強化

すること。 

●被災者生活再建支援制度の支援対象を「一部損壊」に拡大

すること。少なくとも修繕に要する費用が保障される支給

額とし、拡充策を早急に示すこと。 

●地場産業の石州瓦を活用した修繕が促進されるよう県の

「石州瓦産業経営基盤強化支援事業」に被災家屋を加える

など制度の拡充を図ること。 

② 中小業者、観光、農業など事業者が再建できる積極的支援策

を講じること。 

③ 被害認定にあたっては、被災者救済の視点に立った弾力的な

認定を行うこと。 

④ 税や保険料の減免制度、生活福祉資金の貸付けなど各種融資

制度や被災者が活用できる支援制度の周知徹底を図ること。 県に申し入れる党県議団、大田市

議団、中原保彦美郷町議（１2 日） 

日本共産党と被災者の要望が実現！ 

県・市の支援制度の対象を「一部損壊」などにも拡大へ 

 住宅再建助成制度は、現行では全壊と大規模半壊に限定され

ていました。今回の見直しで、最大で「半壊」（損害基準判定

２０％以上４０％未満）１００

万円、「一部損壊」（同１０％以

上２０％未満）４０万円が支給

されることになりました。 

また、石州瓦を使った住宅再

建助成や風評被害対策などにも

取り組むことが決まりました。 


